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▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 

めぐみ子ども食堂 

２．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度 

本会の宮城めぐみ韓日交流クラブは経済的困難を抱えた子どもやその家族を支援することを目的にする。孤立し

て孤独な生活をしている、地域の子供や高齢者に対してこども食堂フードパントリー活動を通じ、子供や高齢者の

食生活を豊かにし、定期的に集まり昼食を共にする支援を目的とする。 

新型コロナウイルス感染症の流行により、地域内で経済的に厳しいひとり親家庭への支援・高齢者の孤立防止の

ため地区の民生委員と情報交換する。活動する中食材提供や活動を応援してくれる方々ともつながりながら、活

動への理解、支援の輪を広げて行く。 

 

 

 

 

３．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生ま

れた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度 

２０２２年 8 月から 2023 年４月まで、子ども食堂と食料支援をしました。 

フードパントリー活動は 9 回実施し、計 88 世帯へ 1500kg を提供しました。 

子ども食堂は９回実施し、計 260 食を提供しました。 

毎年実施しているクリスマス会で、岩沼アンサンブルブレメンの演奏会を開き、地域の団体の和を広げました。 

2022 年 11 月に岩沼市相の原 2 丁目で子ども食堂を開設してもっと参加人数が増えました。 

2023 年 4 月 1 日からは、新しく、宮城県柴田郡柴田町槻木駅西 2 丁目 1－13、第 15 区集会所で子ども食堂を

開設しました。第 15 区集会所、子供会と共催して行うことになりました。 

区内の民生委員の方と連携をとるようになりました。地域のひとり親世帯が 3 世帯初めて参加してくれました。 

また、宮城県子ども食堂・地域食堂を運営するグループと情報交換をして、食料の 

支援ができるようにしています。 

 

 

 

 

４．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字程度 

利用者の中には子どもに障害がある方がいまして、相談窓口と繋げるようにしました。 

今後は相談ボランテイア団体と交流することを図ります。 

2023 年 4 月からは、岩沼市相の原 2 丁目で週に 1 回、「ママストレッチ教室」を開催して、地域のひとり親の方が

運動する、居場所を作ります。 

 



５．参考資料 

 プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等のデータ。活動の様子がわか

る写真などを必ず別途ご提供ください 

     
 

 

     



    

 

 

   



   

 

 

 


